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日
月
臨
時
市
議
会
は
児
日
に
招
集
さ
定
に
つ
い
て

れ
宮
津
霊
園
の
災
害
復
旧
費
八
百
七
十
口
印
年
度
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入

一

二
万
三
千
円
を
含
む
次
の
議
案
が
提
出
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い

て

一

さ
れ
審
議
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
口
日
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳

一

議
決
さ
れ
た
議
案

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

口
日
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
口
印
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
一

口

印

年

度

継

続

費

精

算

報

告

計

歳

入

歳

出

決

算

認

定

に

つ

い

て

一

口
月
定
例
会
ま
で
継
続
審
議
と
な
っ

口
日
年
度
農
業
共
済
事
業
特
別
会
計
歳

…

た
織
案

入

歳

出

決

算

認

定

に

つ

い

て

一

口
日
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

円

l
{
{
1
1
T
1
1
1
1
1
1
J
m月
日
日
に
生
産
者
待
望
の
は
く
さ

-

h

p

w

〕
い
集
出
荷
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

一

が

成

一

こ

れ

は

、
市
農
業
協
同
組
合
が
野
菜

一

豊

勿

b
u
-二
指
定
産
地
生
産
出
荷
近
代
化
事
業
の
一

-
J
e
t
-ノ
日

}
環
と
し
て
建
設
し
た
も
の
で
、
今
年
は

一

間

吋

づ

一
一
二
年
計
画
の
第
二
年
度
に
当
り
ま
す
。

γ
い
'

V

}

昨
年
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
四
台
に
動
力

一

E

Y
噴
霧
機
一
五
台
を
導
入
し
て
生
産
に
励

A

2

A

A

-

-

，

戸

み

、
来
年
度
は
引
き
続
き
ト
ラ
ク
タ
ー

}

佐

本

と

〕
四
台
こ
や
き
い
移
植
機
三
台
の
導
入
を

4
E
-
J

九
四
式

〕

』

}

、A
J

+

}

予
定
し
て
い
ま
す
。

一

し

ら

一
秋
冬
は
く
さ
い
の
集
出
荷
場
は
、
上

一

に

・
ミ

・

扮

一
中
島
地
区
の
有
山
地
内
に
建
設
さ
れ
た

三
J
4

有

日

も

の

で

、
総
工
費
一
千
百
八
十
八
万
七

一

服

く

出

一

千
円
を
要
し
、

鉄
骨
平
屋
建
で
建
坪
ニ

地

'

・

と

v

v

は

k

E

戸

一
七
・
ニ
二
平
方
メ
ー
ト
ル

の
立
派
な

自
筒

p
h

ーヨ

}
も
の
で
す
。

一

ド

弘

、

f
一

中

に

は

一
五
ト
ン
積
み
の
フ
ォ

i

U
J
J
J
h

v

ク
リ
フ
ト
一
台
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

E
i
b
n門

戸
上
中
島
地
区
は
市
内
で
も
は
く
さ
い

}

.

孟

化

〕

r
l
I
{
{
{
{
{
{
1
1
1し
の
、
王
生
産
地
と
し
て
知
ら
れ
、

今
年
の

宮
津
霊
園
災
害
復
旧
費
を
追
加

4
司
完
成
し
た
秋
冬
は
く
さ
い
集
出
荷
場

出
荷
量
は
一
、
一
七

0
ト
ン
(
七
万
八

千
箱
)
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

は
く
さ
い
は
地
元
や
県
内
は
も
と
よ

り
、
遠
く
関
西
方
面
に
多
く
出
荷
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
後
集
出
荷
場
の
完
成
に

よ
っ
て
、
生
産
出
荷
が
ス
ム
ー
ズ
に
運

営
さ
れ
一
段
と
生
産
を
高
め
る
こ
と
が

で
き
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

市表彰….....・H ・-…H ・H ・...・H ・.3ア
国民年金 ・国保…....・H ・....・H ・-…H ・H ・.4 ~­
くらしの物価…・H ・H ・.....・H ・......・H ・-47-
みんなの体育....・ H ・・…...・ H ・..…6、77
市農業祭…・・…....・H ・....・H ・...…77
市総合受通規制….....・ H ・-…...・ H ・.8、9ア
相談案内・…....・ H ・... . .・ H ・. .. ・ H ・ .. 10 ~­

秋の火災予防運動…・・…-…...・H ・...・H ・.11;ー
新しい明日をひらく公民館・ .. . ....... ・ ・・・ 13 ~­
文化のまと...・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・ .. 14 ~­

あしらせ……. .. ...・ H ・..…...・ H ・ ..16 ~-
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ど
ロ
』

る

川立崩茅奮の句集に しぐるで〉や目轟もわか

ず火吹竹 という句ガあります。今年もはや

時雨の降る季節となってしまいましだガ、大

自然は忘れることなく詩情豊かな情景をいだ

るところに展開しています。

火吹竹はもうとこの家庭でも見ることガで

きないと思いますガ、火吹竹を吹いだ昔の人

を思いなガら、時雨降る戸外の情趣にもう一

度目を向けて見定いものと思います。

表
紙
の
こ
と
ば

.._・E・-ーーー
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市
表
彰
式
は
菊
か
お
る
日
月
2
日
に

市
庁
舎
大
会
議
室
で
関
係
者
多
数
出
席

の
上
行
わ
れ
ま
す

今
年
は
、
次
の
二
十
氏
が
そ
れ
ぞ
れ

の
部
門
で
表
彰
さ
れ
ま
す

文化の日に市民表彰
功をただえ

労をねぎらい

市
民
こ
ぞ
っ
て
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、

功
を
た
た
え
ま
し
ょ
う

職
能
功
労

浜
田
正
ニ
氏

金
浦
町
5
1
5

永
年
に
わ
た
り
漆
器
木
地
師
と
し
て

優
れ
た
技
術
と
旺
盛
な
研
究
心
を
も

っ
て
業
務
に
精
励
さ
れ
本
市
漆
器
業

の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た

地
方
自
治
功
労

舟
林
宗
吉
氏

池
谷
1
3
2
8

多
年
に
わ
た
り
池
谷
区
区
長
と
し
て

地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
尽
く
さ
れ
た

溝
口
哲
蔵
氏
升
方
3
5
7

多
年
に
わ
た
り
升
方
区
区
長
と
し
て

地
域
社
会
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向

上
に
尽
く
さ
れ
た

教
育
功
労

赤
祖
父
三
郎
氏

鴨
川
町
2
1
7

昭
和
お
年
か
ら
市
立
片
貝
小
学
校
歯

科
医
と
し
て
保
健
教
育
の
振
興
に
尽

く
さ
れ
た

沢
井
喜
作
氏

新
金
屋
二
丁
目
3
1
M

永
年
に
わ
た
り
本
市
学
校
教
育
の
振

興
に
尽
く
さ
れ
た

鈴
木
慶
三
氏

多
年
に
わ
た
り
市
立
大
町
小
学
校
学

校
医
並
び
に
魚
津
准
看
護
学
院
長
と

し
て
保
健
教
育
の
振
興
に
尽
く
さ
れ

た
体
育
功
労

杉

森

清

氏

本
江

1
6
2
7

多
年
に
わ
た
り
体
育
ス
ポ
ー
ツ
の
普

及
に
努
め
本
市
体
育
の
振
興
に
尽
く

さ
れ
た

文
化
功
労

木
村
時
次
郎
氏

新
宿
2
|
3

永
年
に
わ
た
り
川
柳
の
普
及
発
展
に

つ
く
す
と
と
も
に
後
進
の
指
導
育
成

に
努
め
本
市
芸
術
文
化
の
向
上
発
展

に
尽
く
さ
れ
た

谷
野
康
成
氏

本
江
2
1
6
8
の
5

永
年
に
わ
た
り
詩
吟
の
伝
承
と
普
及

に
つ
く
す
と
と
も
に
後
進
の
指
導
育

成
に
努
め
本
市
芸
術
文
化
の
向
上
に

尽
く
さ
れ
た

三
由
謙
三
氏

火
の
宮
町
四
1

7

多
年
に
わ
た
り
書
道
の
普
及
発
展
に

つ
く
す
と
と
も
に
後
進
の
指
導
育
成

に
努
め
本
市
芸
術
文
化
の
向
上
に
尽

く
さ
れ
た

産
業
経
済
功
労

浅
尾
久
短
氏

中
央
通
り
二
丁
目

oo--'
つd

多
年
に
わ
た
り
魚
津
商
工
会
議
所
の

要
職
に
あ
っ
て
商
工
業
者
の
育
成
指

導
と
関
係
団
体
の
運
営
に
尽
力
し
本

市
商
工
業
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た

河
浦
三
郎
氏
火

の
宮
町
叩

l
m

多
年
に
わ
た
り
魚
津
漁
業
協
同
組
合

の
要
職
に
あ
っ
て
沿
岸
漁
業
の
発
展

に
努
力
さ
れ
本
市
水
産
業
の
振
興
に

尽
く
さ
れ
た

宮
本
賢
治
氏

宮
津
1
5
2
3

多
年
に
わ
た
り
養
豚
農
家
の
組
織
強

化
と
多
頭
飼
育
の
推
進
に
努
め
本
市

畜
産
業
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
た

災
害
防
護
功
労

河
崎
直
治
氏

金
山
谷
1
0
6
0

昭
和
初
年
か
ら
魚
津
市
消
防
団
に
あ

っ
て
献
身
そ
の
職
務
に
精
励
さ
れ
本

市
の
防
災
と
住
民
の
福
祉
増
進
に
尽

く
さ
れ
た

厚
生
事
業
功
労

坂
本
清
岳
民

双
葉
町
4
|
3

昭
和
四
年
保
育
所
開
設
以
来
園
長

と
し
て
保
育
事
業
に
精
励
さ
れ
本
市

児
童
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た

谷
川
寛
徳
氏

真
成
寺
町
4

1
6

多
年
に
わ
た
り
本
市
の
社
会
福
祉
並

び
に
公
民
館
活
動
に
精
励
さ
れ
市
民

の
福
祉
増
進
に
尽
く
さ
れ
た

橋
本
正
一
氏
本
江

1
4
6
2

多
年
に
わ
た
り
児
童
ク
ラ
ブ
の
育
成

に
努
め
本
市
児
童
の
福
祉
増
進
に
尽

く

さ

れ

た

〆

環
境
美
化
功
労

油
本
十
郎
氏

駅
前
新
町
9

|
日

街
を
花
と
緑
で
明
る
く
住
み
よ
い
環

境
づ
く
り
運
動
の
推
進
に
努
め
本
市

美
化
思
想
の
普
及
と
生
活
環
境
の
保

全
に
尽
く
さ
れ
た

防
犯
功
労

安
田
倫
蔵
氏

本
町
二
丁
目
4
1
6

多
年
に
わ
た
り
本
市
の
防
犯
並
び
に

公
民
館
活
動
に
精
励
さ
れ
市
民
の
福

祉
増
進
に
尽
く
さ
れ
た

交
通
安
全
功
労

折
川
七
次
郎
氏

本
江

2
1
3
7
の
3

多
年
に
わ
た
り
交
通
指
導
員
と
し
て

街
頭
指
導
を
行
い
交
通
安
全
思
想
の

普
及
と
交
通
事
故
防
止
に
尽
く
さ
れ

た

大
町
、
経
団
幼

稚
園
児
を

募
集
し
ま
す

受
付
円
月
間
日
制

i
n月
何
日
出

市
立
大
町
幼
稚
園
と
経
団
幼
稚
園
で

は
、
来
年
4
月
か
ら
入
国
す
る
園
児
を

次
の
よ
う
に
募
集
し
て
い
ま
す
。

入
国
願
書
は
、
各
幼
稚
園
、
市
教
委

に
あ
り
ま
す
。

。
願
書
受
付
期
間

日
月
刊
日
か
ら
日
月
初
日
ま
で

た
だ
し
、
日
曜
日
と
土
曜
日
の
午
後

は
受
付
い
た
し
ま
せ
ん
。

。
願
書
提
出
先

各
幼
稚
園
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

。
募
集
人
員

大

町

幼

稚

園

八

O
人

経

団

幼

稚

園

四

O
人

。
入
国
資
格

市
内
在
住
の
昭
和
U
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
必
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た

人
。

(3) 
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7
日
か
ら

国
民
年
金
普
及
推
進
強
化
週
間
で
す

市
で
は
、
急
速
な
老
齢
化
社
会
の
進

行
に
伴
い
国
民
年
金
の
果
す
役
割
の
重

要
性
を
認
識
し
、
ま
た
、
市
民
の
み
な

さ
ん
が
国
民
年
金
に
寄
せ
る
期
待
が
と

み
に
高
ま
り
つ
‘
あ
る
こ
と
を
承
知
し

日
月
第
2
週

(
7
日
i
U
日
)
を
魚
津

市
国
民
年
金
普
及
推
進
強
化
週
間
と
い

た
し
ま
し
た
。

期
間
中
に
年
金
相
談
日
を
開
設
し
、

日
ご
ろ
み
な
さ
ん
が
年
金
に
つ
い
て
お
知

り
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
や
、

個
人
的
な
ご
相
談
等
に
応
じ
ま
す
か
ら
、

お
気
軽
に
お
い
で
い
た
ず
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
お
一
週
間
の
主
な
行
事
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す
。

年
金
委
員
研
修
会
の
開
催

日
月
8
日
(
月
)
魚
津
連
絡
所

対

象

地

区

魚

津
3

・
4
区

下
中
島
地
区

日
月
9
日
(
火
)
市
役
所

対
象
地
区
前
記
の
地
区
及
び
経

団
地
区
を
除
く
全
地

区

日
月
ロ
日
(
金
)
経
団
連
絡
所

対
象
地
区
経
団
地
区

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
l
時
初
分
か

ら
午
後
4
時
ま
で
。

年
金
相
談
所
の
開
設

日
月
日
日
(
木
)
午
前
9
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で
。

場

所

市

役

所

2
階
第
3
会
議
室

年
金
専
門
官
を
招
い
て
、
国
民
年
金

全
般
に
つ
い
て
、
個
別
に
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。

特
に
、

①
厚
生
年
金
を
か
け
て
い
た
が
途
中
で

止
め
た
人
。

②
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
を
つ
な
い
で

も
年
金
を
受
け
る
資
格
が
つ
く
か
ど

う
か
は
っ
き
り
し
な
い
人
。

③
国
民
年
金
を
長
い
聞
か
け
て
い
な
か

っ
た
り
、
あ
る
い
は
、
か
け
た
り
か

け
な
か
っ
た
り
し
て
い
た
人
で
受
給

資
格
が
つ
く
の
か
ど
う
か
は
っ
き
り

し
な
い
人
。

④
障
害
者
で
、
障
害
福
祉
年
金
を
も
ら

え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
る
人
。

⑤
結
婚
前
に
厚
生
年
金
を
か
け
て
い
た

が
、
結
婚
後
ど
の
年
金
に
も
加
入
し

な
い
で
そ
の
ま
、
に
な
っ
て
い
る
人
。

な
ど
は
ご
遠
慮
な
く
お
い
で
く
だ
さ
い
。

「
国
保
と
交
通
事
故
」

台
国
保
で
診
療
が
受
け
ら
れ
る

不
幸
に
し
て
交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
し

た
よ
う
な
と
き
は
、
も
ち
ろ
ん
国
保
を

使
っ
て
診
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。た

だ
、
交
通
事
故
の
責
任
は
加
害
者

に
あ
り
、
ケ
ガ
の
治
療
費
は
加
害
者
が

全
額
弁
償
す
べ
き
も
の
で
す
が
、
そ
の

弁
償
が
遅
れ
た
り
、
不
十
分
だ

っ
た
と

き
に
国
保
を
使
っ
て
診
療
を
受
け
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
、
加
害

者
が
負
担
す
べ
き
医
療
費
を
、
国
保
が

一
時
か
わ
っ
て
立
て
か
え
て
支
払
う
と

い
う
こ
と
で
、
あ
と
で
国
保
は
そ
の
立

て
か
え
た
医
療
費
を
、
被
害
者
に
か
わ

っ
て
加
害
者
に
請
求
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

台
国
保
で
診
療
を
受
け
る
前
に
届
出

交
通
事
故
で
ケ
ガ
を
し
、
国
保
を
使

っ
て
診
療
を
受
け
る
場
合
は
、
必
ず
市

の
国
保
係
ま
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

と
く
に
、
国
保
係
に
届
け
出
る
前
は

決
し
て
示
談
を
結
ば
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

示
談
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
以
後
に

後
遺
症
な
ど
が
お
き
て
も
、
国
保
で
診

療
を
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
こ
と
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
か
ら
慎
重
に
し
て

く
だ
さ
い
。

示
談
を
結
ぶ
前
に
国
保
係
と
十
分
連

絡
を
と
っ
て
い
た
だ
き
、
示
談
条
件
の

中
に
、
医
療
費
は
全
額
加
害
者
負
担
と

い
う
条
項
を
は
っ
き
り
明
示
し
て
お
く

こ
と
が
必
要
で
す
。

今月から県民生活安定対策本部が行なっている物価調査35品固めな

<!lLIiJJ輸位置 かから、 11品目を選んでその価格の動向をお知らせします。

調査届は、商工物資では県下一円の小売庖等90庖以上で、I民林物資

については、富山市、高岡市、新湊市、魚津市、砺波市の30庖です。

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9月上旬 9 月 下 匂

品目 規 絡
平均値 平均値 平均値 平均値 平均値 平均値

全庖舗平均 自舗別平均値

平均値最高値最低値 小売磐スーノキー百貨庖

砂 拡' 上 白 1 kg 270肉 269円 265円 261悶 259阿 256悶 249円 280円 210円 248問 251阿 240内

天ぷら、ビン入り 1，650g 631 626 624 613 605 612 604 700 498 586 619 557 

食用油
サラタペピン入り 1，650g 676 672 666 642 630 623 640 785 525 621 647 637 

天ぷら、缶入り 600g 261 277 280、 275 284 278 281 290 255 285 282 258 

天ぷら、ポリ容器 450g 179 179 180 180 181 181 180 198 168 180 180 176 

しょう t由
ビン入り 2 t 415 418 420 419 419 421 419 490 370 417 422 401 
ポリ容器 1 e 220 211 212 212 211 213 211 240 193 211 213 203 

小麦粉 薄カ粉 1 kg 140 149 149 152 152 157 158 180 138 160 158 154 

食パン 1斤 109 108 109 109 112 117 118 120 108 116 119 110 

即席めん
出前一丁 l袋 40 46 45 42 43 42 42 48 33 

42 
明星18番 l袋 40 39 48 33 

43 40 
39 40 41 42 42 

み そ 並、袋入り 1 kg 229 249 257 263 265 260 263 287 238 263 264 250 

乾めん 250g 53 55 56 56 58 57 57 65 48 59 57 55 

ソフトタイプ、カルトン入り 225g 184 186 185 184 180 179 178 215 149 180 178 174 
マーガリン レギュラータイプ、カJレトン2入25り8 184 185 184 182 179 179 172 200 165 179 169 175 

バター カルトン入り 225g 305 308 308 310 308 313 314 344 285 313 317 298 

酸グルタミン 味の素 120g 230 230 232 233 235 233 232 255 209 226 235 225 
ソーダー いの一番 100g 405 411 412 411 412 409 409 450 370 

(4) 
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の
1
月
白
日
ま
で
の
一
年
間
に
、
全
国

で
販
売
し
た
た
ば
こ
の
総
定
価
代
金
を

総
販
売
数
量
で
割
っ
て
算
出
し
た
平
均

単
価
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

本
年
は
一
本
当
り
四
円
六
十
七
銭
四

厘
で
消
費
税
の
税
率
は
県
川
一
川
市
川
一
肌

で
す
。
市
の
場
合
の
計
算
は

4
円
引
銭
4

厘
×
初
本
(1
箱
)
×
則
一
削

l
M
円
幻
銭
、

従
っ
て
一
箱
中
市
に
交
付
さ
れ
る
税
は

十
六
円
九
十
二
銭
と
な
り
ま
す
。

(県

九
円
六
十
三
銭
)
ち
な
み
に
過
去
三
年

間
に
交
付
さ
れ
た
税
額
は
次
の
と
お
り

です，
。

皆
さ
ん
が
た
ば
こ
を
喫
煙
さ
れ
る
と

き
、
た
ば
こ
消
費
税
が
一
箱
(
二
十
本

入
)
の
中
に
い
く
ら
含
ま
れ
て
い

る
か

ご
存
知
で
す
か
?
。

国
に
納
め
る
専
売
納
付
金
と
、
地
方

税
法
に
基
づ
い
て
県
や
市
に
納
め
る
た

ば
こ
消
費
税
、
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
計
算
方
法
は
、

一
本
当
り
課
税
標

準
額
は
、
前
年
の

2
月
1
日
か
ら
当
年

市
中
往
来

小
品
盆
栽
家

鍛
冶
登
巳
こ
さ
ん

m歳

魚
津
市
本
町
二
ノ
一
三
ノ
二
八

鍛
冶
さ
ん
は
そ
の
盆
栽
歴
ガ
ま
く
、

小
田
盆
栽
に
か
け
て
は
市
内
の
第
一
人

者
で
あ
る
。
盆
樹
で
特
に
怒
き
な
も
の

は
八
ツ
房
工
ソ
松
で
、
差
し
芽
か
ら
育

て
芝
樹
齢

m
l
m年
の
雄
こ
ん
な
も
の

が
庭
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

寸
余
の
鉢
に
大
自
然
を
具
現
す
る
そ

の
妙
て
い
は
、
若
い
こ
ろ
黒
部
市
の
か

く
れ
だ
る
名
人
朝
倉
さ
ん
か
ら
伝
授
さ

れ
だ
よ
う
で
あ
る
。

だ
れ
も
が
振
り
向
き
も
し
な
い
山
野

の
草
木
も
、
氏
の
手
に
か
か
れ
ば
生
き

生
き
と
し
だ
す
ば
ら
し
い
盆
樹
に
生
ま

れ
か
わ
る
。

ち
な
み
に
氏
は
魚
津
盆
栽
会
の
副
会

長
で
あ
り
、
俳
優
の
中
村
是
婦
さ
ん
と

も
深
い
親
受
が
あ
る
。

4

司
小
品
盆
栽
を
手
に
し
た
鍛
冶
さ
ん

七
千
八
百
七
十
七
万
九
千
円

八
千
六
百
八
十
五
万
五
千
円

九
千
三
百
八
十
七
万
九
千
円

九
千
五
百
三
十
八
万
九
千
円

の
見
込
。

こ
の
額
は
、
日
年
度
市
税
総
額
の
約

6
%程
に
当
り
ま
す
。

喫
煙
さ
れ
る
方
は
地
元
で
お
買
い
求

め
く
だ
さ
い
。
特
に
出
張
旅
行
な
ど
さ

れ
る
際
は
、
そ
の
期
間
中
に
必
要
な
数

は
携
行
の
う
え
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

市
の
財
政
に
寄
与
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

必
年
度

的
年
度

目
年
度

目
年
度県

内
労
働
者
の

最
低
賃
金
を
改
正

県
内
の
事
業
場
で
使
用
さ
れ
る
労
働

者
の
最
低
賃
金
が
、
次
の
よ
う
に
日
月

5
日
か
ら
改
正
に
な
り
ま
す
。

マ
一
日
の
賃
金

l
二
千
七
十
円
(
た
だ

し
一
日
の
所
定
労
働
時
聞
が
、
当
該

事
業
場
の
一
般
労
働
者
の
所
定
労
働

時
間
よ
り
短
い
人
ま
た
は
、

賃
金
の

大
部
分
が
時
間
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ

て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
一
時
間
二

百
五
十
九
円
。)

な
お
、
皆
精
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、

家
族
手
当
は
、
賃
金
に
算
入
さ
れ
て
お

り
ま
せ
ん
。

く
わ
し
い
こ
と
は
、
富
山
労
働
基
準

局
(
電
話
0
7
6
4
l
n
|
2
7
2
7
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

囲
内

O第
第
6
回
新
川
地
区
畜
産
共
進
会
が
叩

月
1
日
に
魚
津
家
畜
市
場
で
畜
産
振
興

の
一
助
と
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
秋
晴
れ
の
こ
の
日
は
、
早
朝
か
ら

日
ご
ろ
丹
精
を
こ
め
て
飼
育
し
た
乳
牛

や
肉
牛
に
豚
な
ど
一

O
O
頭
が
出
品
さ

れ
、
本
市
か
ら
も
乳
牛
七
頭
、
肉
牛
九

頭
豚
八
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
本
市
の
上
位
入
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

乳
牛
二
等
賞
印
田
佐
々
田
二
千
六

乳

牛

二

等

賞

E

新
野
大
沢
準
太
郎

肉

牛

二

等

賞

本

江

津

野

忠

之

H

二

等

賞

升

方

溝

口

太

作

H

二

等

賞

宮

津

吉

崎

健

治

川
ご
利
用
と
ご
賛
同

を

川

一
不
用
品
即
売
会
岡
市
粧
品
]
川

州

日

月

同

日

午

前

9
時

ω分
か
ら

M

'

資
源
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
と
、
日
や
集
収
場
所
な
ど
の
く
わ
し
い
こ

川

州
市
連
合
婦
人
会
で
は
、
各
家
庭
に
眠
と
は
地
区
婦
人
会
長
か
ら
お
知
ら
せ

州

川

っ
て
い
る
資
源
を
発
掘
し
て
、
生
活
し
ま
す
。

J
W

に
役
立
て
よ
う
と
不
用
品
再
利
用
の
即
売
会
の
利
益
金
は
、
そ
っ
く
り

州

W

即
売
会
を
聞
き
ま
す
。

善
意
銀
行
に
寄
贈
さ
れ
る
こ
と
に
な

州

州
各
家
庭
に
あ
る
不
用
品
で
充
分
使
っ
て
い
ま
す
。

州

川
用
に
た
え
る
も
の
は
主
旨
に
ご
賛
同
マ
即
売
の
日
日
月
日
日
午
前
9
時

州

W

の

上

ご

協

力

く

だ

さ

る

よ

う

お

願

い

初

分

か

ら

州

川
し
ま
す
。

マ

会

場

魚

津

市

農

協

会

館

四

川

川

不

用

品

を

出

し

て

い

た

だ

く

集

収

階

大

ホ

ー

ル

山
-ZE----ZEz-----zzz---Ez---zzzz-=zzzz-zz----
-z
--z---zzz---Ez-----zzzzzzz-----ZEz----zzEEz---zz-ZE--=----zzz-=-zz-司

新
川
地
区
畜
産
共
進
会
の
受
賞
者

優

等

賞

野

田

庄

治

一
等
賞

H

野
田
庄
治

二

等

賞

本

江

笠

木

松

平

二
等
賞

H

小
坂
平
八
郎

H

二

等

賞

慶

野

野

田

稔

ま
た
、

第

8
回
全
日
本
豚
共
進
会
が

富
士
吉
田
市
の
御
殿
場
国
立
中
央
青
年

の
家
周
辺
で
開
催
さ
れ
本
市
か
ら
は
次

の
方
が
県
代
表
と
し
て
出
品
さ
れ
ま
す
。

第
二
部
経
産
の
部

慶

野

野

田

稔

氏

第
五
部
親
子
群
の
部

大
光
寺
石
川
作
造
氏

期
日
は
日
月
幻
日

1
お
日

豚

慶
野

11 11 11 

(5) 
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み
ん
な
の
体
育

市
総
合
体
育
館

か
年
間
の
利
用
者
延
数

九
一
、
三
五
一
名

一
日
平
均
三

O
O
人

市
総
合
体
育
館
は
、
日
月
日
日
で
開

館
以
来
満
一
か
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ

の
聞
の
利
用
者
総
延
数
は
九
一

、
三
五

一
名
に
達
し
、

一
か
年
聞
の
開
館
日
数

は
三

O
四
日
間
で
あ
っ
た
の
で
一
日
平

均
三

O
O名
の
好
成
績
を
お
さ
め
て
い

ま
す
。
個
人
利
用
者
の
最
も
多
か
っ
た

月
は

3
月
で
九
、
三
九
七
名
、
最
低
は

雪
の
深
か
っ
た

1
月
の

一
、
九
五
七
名

で
し
た
。

4
司
川
月
間
日
の
走
ろ
う
会
の
表
彰
式

マ
利
用
者
数
の
内
訳
は
次
の
通
り
で
す
。

個人利用
見 団 種

一 童児
計

A寸Sゐー 体
徒生
Bリ

骨量

九 四 延

一 五

五0 0 
九 九 八

人

五 九 九 ー，ム、4 

数七

日
月
の
貸
切
り
予
約

28 26 23 11 21 19 11 14 12 7 5 3 日

日 金 火 11 日 金 11 日 金 日 金 水 峨

務!
夜
朝

11 
朝
夜 畳

朝
夜
朝
夜
朝 時

iI: 昼 昼 昼 金 畳 "n 
大 中 大 中 大 中 中 大 中 大 中 大 E名E 

栄友町童児プタラ

レ
大会団魚i市傘
レ
会溜フソ

市童プ大会児ラタ

レ

華ケ抱ット3民一般M回え0 1 

レ ン日

ク ク ク ク 大会 カ
レ レ

ポト
レ レ 行

スポ
、0・

ユ〆 シ〆 :; :; ド ~11 
ヨ ヨ

4審5J4陣レ1 

ヨ ヨ 、・、. 

J ‘ 

年少"/ 
‘ ，〆 ン

教室ン
d‘ " 名

教室 教室 教室 ン

日
月
中
の
休
館
日

1
、
4
、
8
、問、

n、
M
、
"
の
7
日
間

hv
総
合
体
育
館
で
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
大
運
動
会

経
由
小
学
校
を

夜
間
開
放

か
ね
て
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
経
団

小
学
校
を
地
区
住
民
に
夜
間
開
放
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
地
区
の
方

は
充
分
利
用
さ
れ
て
自
己
の
健
康
の

保
持
増
進
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

利
用
者
は
、
公
民
館
を
通
じ
て
市
教

委
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

曜
日
別
は
次
の
よ
う
で
す
。

月

l
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(
一
般
)

火
ー
鉢
道
(一

般
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
)

水

l
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

(婦
人
)

木
|
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

(青
年
団
)

土
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
(
婦
人
)

H

卓

球

(

婦
人
)

親
子
体
力
づ
く
り

(親
子
)

" 

開スハ
設ポン
案!ド
内ツボ
教 i
室ル

氾
月
比
5
M
M
日

:

A;
;
;

計
6
回

1
月
5
6
7
日

マ
場
所
市
総
合
体
育
館

マ
対
象
中
学
生

マ

時

間

日

時

1
日
時

マ

定

員

初

名

マ
参
加
料
一
五

O
円
(
保
険
料
)

マ
申
し
込
み
市
総
合
体
育
館

d

司
あ
が
っ
た
か
な
/
体
力
テ
ス
ト

マ
日
時

ご
存
知
で
す
か

市
体
育
指
導
委

員
制
度

体
育
指
導
委
員
制
度
は
、
昭
和
初
年

に
制
定
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
法
に
よ

っ
て
定
め
ら
れ
、
住
民
の
ス
ポ
ー
ツ
に

関
す
る
指
導
や
助
言
を
行
な
う
も
の
と

し
て
発
足
し
ま
し
た
。
市
に
お
い
て
も

市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
現
在

お
名
の
指
導
委
員
を
任
命
し
て
お
り
ま

す
。
構
成
は
、
公
民
館
関
係
ロ
名
、
体
協

日
名
、
レ
ク
レ

l
シ
ョ
ン
関
係
3
名
、 A司

学
識
経
験
者
5
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

体
育
指
導
委
員
は
、
住
民
か
ら
の
体
育
に

関
す
る
要
望
に
答
え
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
の
結
成
な
ど
に
つ
い
て
相
談
や
指

導
に
利
用
し
て
ほ
し
い
川
と
思
い
ま
す
。

マ
指
導
委
員
名
と
特
技

下
回
淑
光
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
野
崎
栄
吉
・相
撲

松

本

勇

・陸

上

清

河

茂

雄

・

陸

上

広
田
金
光
・陸

上

富

居

猛

・陸
上

宮
坂
公
夫
・陸

上

本

作

克

則

・陸
上

金
物
正
男
・
ソ

フ

ト

浦

崎

千

賀

子
・全
般

関
口
正
秀
・全

般

楠

昭

明

・全
般

北
野
孝
保
・卓

球

藤

田

徳

二

・
パ
レ

l

石
崎
敬
治
・陸

上

沢

崎

武

夫

・野
球

浦
田
久
義
・
レ
ス
リ
ン
グ
石
崎
厳
・
ス
キ
!

寺
主
修
二
・庭

球

保

要

孝

三

・
い
川
ミ
ン

松
田
昭
男
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
小
林
昭
一

・ラ
グ
ビ
ー

山
岸

聡

・剣

道

加

藤

庸

・空
手

沢
崎
敬
光
・陸

上

寺

西

忠

雄

-
W
げ刊一九

岡
崎
明
子
-
MJU刊
一
九
越
野
芳
枝
-
W
げ
刊
九

若
島
正
敬
・全

般

谷

口

久

隆

・全
般

谷

島

勝

・ラ

グ

ビ

ー

坂

田

勲

・全
般

島
田
久
子
・全
般

(6) 

ロ
月
の
歩
こ
う
会

ロ
月

5
日
日
午
前
9
時
電
鉄
魚
津
駅

前
に
集
合
、
総
合
体
育
館
ま
で
歩
き
、

そ
の
あ
と
総
会
を
ひ
ら
き
ま
す
。

総
会
で
は
表
彰
、
写
真
交
換
、
反
省

会
、
体
力
テ
ス
ト
な
ど
を
行
な
う
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。



住
吉
・
上
野
方

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

誕
生

に
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
誕
生
し
ま
し
た
。

市
内
に
は
大
町
ラ
グ
ビ
ー
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
よ
う
に
結
成
日
年
に
な
る
も

の
も
あ
り
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
結
成

を
呼
び
か
け
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に

努
力
い
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
に
そ
の
登
録
一
覧
を
け
い
さ
い

し
ま
す
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

気

第3福島便物廃司鹿沼 うおづ 51.11.1

ご寄付(敬称略)

10，000円

50，000 

10，000 

30，000 

30，000 

30，000 

50，000 

30，000 

30，000 

10，000 

3，000 

1，000 

1，000 

1，000 

200 

10，830 

65，800 

10，000 

5，000 

50，000 

1，000 

1，000 

3，000 

20，000 

2，006 

1，000 

20，00。
カラーテレビ 1台

布団他 21点

「
今
月
の
納
税
L

51. 10. 19現在市スポーツ少年団一覧表

7)IJ 

① 

男38 グビー-フ国夫南古島ラグビー② 

男女

男女

男

男

男女

男

女

男43 道柔普造松倉魚津柔道

男32 球野勇松本住吉野球⑫ 

男女

圏
市
農
業
祭
農
林
産
物
品
評
会

開

量

日

月

9
日
l
H
日

一
市
農
協
会
館

・一

今
年
で
日
回
目
を
迎
え
た
市
農
業
祭
日
月
刊
日
正
午
i
午
後

5
時

農
林
産
物
品
評
会
が
、
冷
害
を
克
服
し
日
月
日
日
午
前
9
時

1
正
午

て
丹
精
こ
め
て
作
ら
れ
た
農
林
産
物
多
マ
売
約
品
荷
渡
し

数
を
一
堂
に
集
め
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

日
月
日
日
正
午
i
午
後

2
時

日
程
は
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
が
、
非
売
、
参
考
展
示
品
の
搬
出
も
こ
の

会
場
で
は
即
売
も
行
な
い
ま
す
か
ら
、
時
間
に
行
な
い
ま
す
。

市
農
林
業
の
成
果
を
ご
来
場
の
上
と
く
マ
表
彰
式

と
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

日
月
日
日
午
後
1
時
i
農
協
会
館
で

マ

品

評

会

出

品

物

の

搬

入

と

受

付

行

な

い

ま

す

。

日
月
9
日
午
後
1
時
i
午
後

4
時

会

期

中

は

生

活

改

善

資

材

、

越

冬

野

マ

搬

入

と

受

付

場

所

菜

、
苗
木
類
な
ど
の
即
売
も
行
な
い
ま

魚

津

市

農

協

会

館

四

階

受

付

へ

す

。

マ

授

賞

審

査

と

価

格

設

定

品

評

会

出

品

の
詳
細
は
市
農
政
課

日
月
刊
日
午
前
9
時
i
正

午

(

宮
内
線
2
7
7
番
)
ま
で
お
問
い
合
わ

マ

参

観

と

販

売

せ

く

だ

さ

い

。

23 目種多金光広田上野方地区⑬ 木

魚津営業所

(7) 

性

男女

59 

74 

男

15 

36 

43 

32 

村

ご寄付ありがとうございました
(敬称略)

3，000円上野方婦人会大海寺新

金田 ‘貞之 中新川郡上市町極楽寺

出沢良男 東京都世田谷区宮坂

道林フミ子 中新川郡上市町稲村

菅原 隆火の宮町11-18

日本社会党県議会議員団
富山市新総曲輪 1-7 

西ロータリークラブ西睦会
おむつ 大21枚 ・小250枚

黒部市長屋226ー 2 あめ20袋
ビスケ ット18袋 えびせん70袋

油本政二新角川町 たち魚30匹

黒部市長 岡本春行黒部市三日市
ビスケッ ト40箱

釈迦堂
煙草チェリー 255個

大光寺
ヤクル ト 129本

射水郡大島町小杉471
山菜味付瓶詰め40ケ

きっき 300本

社会福祉法人新川ヴィーラ

100，000 

撃益法廷翠主主
ミ;:J:歪冨手、事 常l:I，~娼 ーら曹三重喜
亘書割L :，u同 ，・ ..._.，， -(.宥夜、二国争画湾s
f与え喰ーミ=干ーで言、長玄3hhv 

松本憲治 住吉

菅原 隆 火の宮

米沢利吉 上口一丁目

菅沼利一 村木

武隅甚造 本江新町

松原正治 村木

寺崎 茂 上口一丁目

住田正一郎 本町二丁目

三由トモ子 新金屋一丁目

稗-田弥一 稗畠

法原哲夫 双葉町

山本美子 黒部市金屋

高縁千恵子 金山谷

菅 節男 文化町

吉見敦也 真成寺町

せり込み蝶六同好会代表先名孝吉

本江小学校児童会

谷口貞夫

吉野睦子

黒田作平

匿名

浦本久男

友田道治

高縁きよ

坂本きあ

中村昭雄

米山松太郎

匿名

松原正治

団員数

33 

泳

道

球

22 

26 

ッ カー

バレーボール

国
民
健
康
保
険
税
第
3
期
分
納
期
限
は
什
月

ω日
で
す
。

目

バレーボール

種代表者名

武雄大沢

名

本江ノ〈レーポール

体団

水

食。

卓

正信

鎖国平八郎

中村 昌祥

行沢村木水泳

魚津剣道

魚津卓球

③ 

④ 

⑤ 寺

沢

光大

黒
グビー

道

球

-フ

島本

卓

尚身

清光

健悟

本弁

元野

浜多

魚津ラグビー

道

村木卓球

身本

⑥ 

⑦ 

⑧ 

⑨ サ義明

武雄

本元

大沢

村木サッカー

村木女子ノ〈レー⑪ 

⑪ 

本江

新角川 2丁目

金山谷

大光寺

上村木

横枕

魚津営業所

魚津さっき愛好会

サキ

日本専売公社

水野

ベ'クノレト則t

雅子

有倉
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近
年
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
車
の
量

と
、
ひ
ん
発
す
る
交
通
事
故
か
ら
人
々

を
守
る
た
め
に
、
第
一
年
度
市
総
合
交

通
規
制
が
日
月
日
日
の
交
通
模
範
の
日

か
ら
実
施
さ
れ
ま
す
。

規
制
の
内
容
は
本
図
の
と
お
り
で
す

か
ら
、
注
意
事
項
を
よ
く
読
ん
で
規
制

を
厳
守
し
、

交
通
事
故
の
な
い
住
み
よ

い
平
和
な
町
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

女
た注実
い意施
こしに
とてつ
しhし瓦

たて
た、特

きに

(8) 

1
歩
行
者
用
道
路
内
M
M
)

。
原
則
と
し
て
歩
行
者
、
自
転
車
、
リ

ヤ
カ
ー
に
限
り
通
行
で
き
、
自
動
車
、

バ
イ
ク
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
次
の
車
は
通
れ
ま
す
。

マ
許
可
が
な
く
て
も
通
れ
る
車
両

電
気
・
ガ
ス
な
ど
緊
急
工
事
用
車
。

急
病
人
の
搬
送
用
車
、
医
師
の
緊
急

往
診
用
車
、
消
防

・
救
急
車
。

マ
許
可
を
、
つ
け
て
通
れ
る
車
両

郵
便
車

・
ご
み
収
集
車

・
じ
尿
処

理
車

・
電
気

・
ガ
ス
な
ど
工
事
用
車

・
歩
行
者
用
道
路
沿
い
に
車
庫
、
空

地
な
ど
保
管
場
所
の
あ
る
車
J

冠
婚

i

葬
祭
に
使
用
す
る
車

・
米
、
酒
、
ガ

ス
、
灯
油
、
牛
乳
、
新
聞
な
ど
の
配

達
車
。

⑧
許
可
証
は
一
年
間
有
効
で
、
警
察

署
で
交
付
。

2
一
方
通
行
道
路
(
↓
)

。
自
動
車

・
バ
イ
ク
は
↑
|
の
方
向
へ

だ
け
進
行
で
き
、
そ
の
逆
へ
は
進
行

で
き
ま
せ
ん
。

た
だ
し
べ
自
転
車
、
リ
ヤ
カ
ー
は
除

か
れ
ま
す
。

3
大
型
車
(
パ
ス
を
除
く
。
)

通
行
禁
止
道
路
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竹月15日(突通模範の日)から

総合去を通規制を実施

突通事故絶滅のため

E誼墨書

。
原
則
と
し
て
つ
ぎ
の
道
路
以
外
の
道

路
は
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

臨
港
道
路

-
n
μ
道
路

・
車
検
場
か

ら
辺
幻
道
路
に
至
る
ま
で
の
道
路
.・

臼
屋
小
路
交
差
点
か
ら
高
架
線
沿
い

県
総
合
庁
舎
裏
ま
で

・
魚
津
魚
市
場

前
道
路

た
だ
し
、
そ
の
他
の
道
路
で
も
警
察

の
許
可
を
う
け
れ
ば
通
れ
ま
す
。・

4
自
転
車
歩
道
通
行

可
道
路

(0
6
4
E)

。
臨
港
道
路
、

n
μ
道
路
で
は
、
自
転

寧
は
必
ず
歩
道
を
通
つ
で
く
だ
さ
い
。

5
路
側
帯
道
路

(
1
1
1
)

。
道
路
に

t
tの
よ
う
に
白
線
二
本
並

べ
て
引
き
ま
す
の
で
、

マ
歩
行
者
、
自
転
車
は
必
ず
こ
の
線
の

，
内
側
を
通
行
し
て
く
だ
さ
'い
。

マ
・自
動
車
、
バ
イ
ク
は
こ
の
線
の
内
側

を
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
駐
車

・
停
車
は
必
ず
こ
の
線
の
外
側
で
し

て
く
だ
さ
い
。

6
駐
車
禁
止
道
路

マ
規
制
区
域
内
の
全
道
路

マ
角
川
橋
か
伝
早
月
橋
ま
で

マ
八
幡
橋
か
，ら
上
口

一
丁
目
高
沢
方
前

ま
で

マ
上
口
橋
か
ら
上
口
二
丁
目
石
崎
方
横

ま
で

マ
日
本
カ

l
バ
イ
ト
か
ら
経
団
落
合
橋

ま
で

(9) 
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麟欝韓臨調
こまつだときには、ご利用くだ
さい。
相談料はいりません。

市民相談
物価問題等相談

日曜日を除き毎日

午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所市民相談室

工
場
や
商
底
に

働
く
勤
労
者
の

融
資
制
度

工
場
や
商
屈
に
働
ら
く
労
働
組
合
を

も
た
な
い
り
勤
労
者
が
、
自
分
で
家
を
っ

く
り
た
い
、
生
活
の
つ
な
ぎ
資
金
や
結

婚
、
教
育
資
金
を
必
要
と
す
る
と
き
の

融
資
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
富
山
県
勤
労
者
信
用
基
金

協
会
の
保
証
で
、
手
軽
る
に
労
働
金
庫

か
ら
融
資
を
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

こ
の
制
度
は
、
労
働
組
合
の
も
た
な

い
勤
労
者
の
た
め
の
制
度
で
、
県
お
よ

び
市
町
村
の
出
摘
金
を
出
し
て
つ
く
ら

れ
た
福
祉
制
度
で
す
。
融
資
制
度
の
内

容
は
次
の
と
お
り
。

マ
一
般
生
活
資
金

1
一
1
三
十
万
円

マ
結
婚
資
金

1
二
十
i
八
十
万
円

マ
教
育
資
金

l
二
十
1
百
万
円

マ
住
宅
資
金

l
最
高
五
百
万
円
ま
で

く
わ
し
い
こ
と
は
、
労
働
金
庫
魚
津

行政相談

包月第1.第3木曜日
午後オ時-4時
市役所市民相談室

交通事故相談(巡回)

11月4目的 ・11月17日側
12月 4 日~M ・ 12月15目的。

午前10時~午後3時
県魚津総合庁告内

魚津地方県民相談室

人権相談

日曜日を除き包日

午前9時~午後4時まで
土曜日は正午まで

富山地方法務局魚津支局

支
庖
(
宮
n
l
2
1
3
5
)
ま
た
は
市

役
所
商
工
水
産
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

富
山
心
身
障
害

者
職
業
セ
ン
タ

ー
関
所
案
内

富
山
心
身
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
(
富

山
市
下
飯
野
新
回
行
の

4
)
が
8
月
刊

日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
業
務
内
容
は
、
次
の
と

お
り
で
す
か
ら
せ
い
ぜ
い
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

1
障
害
者
の
職
業
相
談
と
職
業
指
導
。

2
障
害
者
の
障
害
部
位
別
能
力
判
定
と

適
職
判
定
。

3
障
害
者
の
就
職
後
の
職
場
適
応
指
導。

4
事
業
所
に
対
す
る
作
業
施
設
や
作
業

具
の
改
善
等
の
受
入
指
導
。

5
障
害
者
の
雇
用
と
適
職
に
関
す
る
情

報
の
提
供
な
ど
で
す
。

ま
た
、
相
談
を
ご
希
望
の
方
に
は
、

交
通
機
関
別
(
国
鉄
、
地
鉄
、
観
光
パ

ス
)
時
刻
表
を
送
付
し
ま
す
か
ら
、

宮

0
7
6
4
1
犯

1
5
2
8
5
番
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

、一ω町
民

税の相談

包月5日 .15日・ 25日
午前9時~午後4時
魚津税務署
相談巴ガ日曜日に当つ疋場合は翌日

心配ごと相談

月曜日を除き包日

午前9時~午後4時
福祉センター百楽荘

北
電
の
電
気
相
談
所

北
陸
電
力
魚
津
営
業
所
で
は
、

電

気
器
具
の
簡
単
な
故
障
修
理
、
調
子

の
悪
い
ス
イ

ッ
チ
や
コ
ン
セ
ン
ト
の

診
断
を
無
料
で
お
こ
な
っ
た
り
、
電

気
よ
ろ
ず
相
談
を
次
の
日
程
で
聞
き

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
月
8
日
開
鹿
熊
会
館

日
月
日
日
開
石
垣
新
集
会
所

日
月
幻
日
開
前
東
城
公
民
館

時
間
は
い
ず
れ
も

午
後
1
時
初
分
i
午
後
4
時

‘
ご
苦
労
う
さ
ん
送
電
作
業
班

内職相談

毎週、月 ・水 ・金曜日

午前9時30分~午後3時
市役所市民相談室

日曜日を除き包日

午前8時30分~午後5時まで
土曜日は正午まで
市役所高年齢者職業相談室

。。

高年齢者職業相談

会*** 会 合 会 合 合合会 合 会 * 会 * 合 * * 育 会 脅 * * **合合** **会合 唱を合 会脅会合 会 **

脅

会

* 合
* 
合

唱t

* * 合
* 合
唱骨

合

* 台
* 

グ
お
母
さ
ん
忘
れ

な
い
で
ね
4

V
就
学
児
の
健
康
診
断

来
年
4
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
さ

れ
る
お
子
さ
ん
の
健
康
診
断
が
は
じ

ま
り
ま
す
。

保
護
者
あ
て
に
ご
案
内
し
ま
す
が
、

通
知
の
な
い
場
合
が
あ
り
ま
し
た
ら

市
教
委
(
学
校
教
育
課
)
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

該
当
者
は
昭
和
必
年
4
月
2
日
か

ら
必
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
れ
た
人

で
す
。
検
診
日
に
は
、
保
護
者
付
き

添
い
の
う
え
必
ず
検
診
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
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今
年
は
、
寒
さ
の
お
と
ず
れ
が
非
常

に
早
く
、
朝
夕
は
ス
ト
ー
ブ
が
必
要
な

時
期
に
な
り
ま
し
た
。

暖
房
用
の
火
を
使
い
始
め
る
日
月
と
、

使
い
終
る
時
期
の

3
月、

4
月
ご
ろ
は
、

火
災
が
多
く
発
生
し
ま
す
。

こ
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
、
全
国
一
せ

い
に
、
日
月
初
日
か
ら
ロ
月

2
日
ま
で

の
一
週
間
、
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

市
民
全
員
が
次
の
事
項
を
守
っ

て
、

家
庭
や
職
場
か
ら
火
災
を
追
放
し
ま
し

ょ、っ
。

家
族
み
ん
な
が
防
火
の
そ
な
え

ー
で
か
け
る
前
、
や
す
む
前
に
は
火

の
元
を
点
検
し
よ
う
。

2

寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て

は
、
絶
対
に
止
め
よ
う
。

3

ガ
ス
コ
ン
ロ
や
暖
房
器
具
は
使
い

方
に
気
を
つ
け
よ
う
。

4

お
年
寄
り
ゃ
幼
児
の
安
全
な
避
難

方
法
を
考
え
よ
う
。

5

消
火
用
具
や
消
火
用
水
の
備
え
を

ーレト品、っ
。

6

ホ
テ
ル
に
泊
る
時
な
ど
は
、
避
難

の
方
法
を
確
め
て
お
こ
う
。

全
員
そ
ろ
っ
て
職
場
の
防
火

1

消
防
計
画
な
ど
防
火
の
た
め
の
計

「夜
9
時
は
消
防
の
時
間
¥

4
『
第
一
分
団
に
配
備
さ
れ
た
新
し
い
消
防
車

、申し込みは早めに、
保育園の入園申し込み

画
を
よ
く
理
解
し
て
お
こ
う
。

2

消
火
訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
を
実

施
し
よ
う
。

3

火
気
の
使
用
場
所
は
、

整
理

・
整

と
ん
し
て
安
全
を
確
か
め
よ
う
。

4

通
路
や
出
入
口
な
ど
は
、
避
難
し

や
す
く
し
て
お
こ
う
。

5

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
危
険
物

は
、
安
全
に
管
理
し
よ
う
。

来
年
4
月
か
ら
の
保
育
園
入
園
希

望
受
付
は
、
次
の
要
領
で
行
い
ま
す

の
で
手
続
き
も
れ
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
、
入
国
を
希
望
す
る
保

育
園
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

マ
受
付
期
間

口
月
日
日
か
ら
日
月
初
日
ま
で

た
だ
し
、
受
付
は
休
日
、
土
曜
日
を

火
災
は
人
災
¥

防
ぐ
は
あ
な
だ
し

受付11月15日(月)---11月初日(火)

除
く
午
後
1
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

マ
受
付
場
所

入
国
を
希
望
す
る
保
育
園

マ
入
園
で
き
る
基
準

入
国
で
き
る
基
準
は
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
し
、
市
内
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
場
合
で
す
。

ω保
護
者
が
働
い
て
い
る
た
め
子
供

の
保
育
に
欠
け
る
場
合
。

ω母
親
が
い
な
い
場
合
。

ω保
護
者
が
病
気
な
ど
の
た
め
家
庭

で
子
供
の
世
話
が
で
き
な
い
状
態

に
あ
る
場
合
。

各
保
育
園
の
定
員
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。
魚

津

愛

育

園

一

八

O
名

道

下

保

育

園

一

五

O
名

青
島
保

育

園

一

二

O
名

経

団

保

育

園

一

八

O
名

住

吉

保

育

園

一

二

O
名

あ

け

ぴ

保

育

園

六

O
名

松
倉
保

育

園

六

O
名

西

布

施

保

育

園

六

O
名

野

方

保

育

園

一

二

O
名

魚

津

保

育

園

一

六

五

名

魚
津
第
二
保

育

園

一

四

O
名

上

口

保

育

園

六

O
名

川

原

保

育

園

六

O
名

吉
島
保

育

園

一

二

O
名

加

積

保

育

園

六

O
名

お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
保
育
園
ま

た
は
市
社
会
福
祉
課
宮
内
線
2
4
3

番
へ
ど
う
ぞ

合 合 * * 合 脅 合 * 会 合 合 脅 合 育 会 脅 * ，ft***脅 台 脅 合 育 会 脅 * * 合 唱骨 会 合 会 * 会 合 会 * 合 * * * * 脅 * ，骨 会 合 合 合 会 合 * * * 脅 * * * * *
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税
を
知
る
週
間

円
月
刊
日
制
f

)

げ
日
制

税
金
は
、
国
が
幅
広
い
活
動
を
行
う
大
切
な
財
源
と
な

っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
国
民
生
活
に
深
い
つ
な
が
り
を
持

っ
て
い

る
税
金
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み

ゃ
使
い
み
ち
な
ど
を
、

国
民
の
皆
さ
ん
に
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
心
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、

国
税
庁
で
は
、
日
月
日
日
附
か
ら
げ
日
附
ま
で
を

「
税
を

知
る
週
間
」
と
し
て
次
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

V
無
料
税
務
相
談
所
開
設

金
沢
国
税
局
税
務
相
談
官
、

魚
津
税
務
署
、
県
税
事
務
所
、

市
税
務
職
員
が
、
国
税
、
地

方
税
に
関
す
る
悦
務
相
談
を

承
り
ま
す
。

場

所

サ

ン

プ

ラ

ザ

日
時
日
月
口
日
附
午
前
日
時

か
ら
午
後

4
時
ま
で

マ
税
協
役
員
に
よ
る
街
頭
広
報

税
に
関
す
る

パ
ン
フ

レ
ッ
ト

の
配
布

場
所
国
鉄
魚
津
駅
前
と
電
鉄

魚
津
駅
前

日
時
日
月
刊
日
制
午
前
中

V
税
に
関
す
る
曹
、
ポ
ス
タ
ー
の
展
示

場

所

サ

ン

プ

ラ

ザ

日

時

日

月

日

日
附

i
口
日
州

書
、
小
学
生
作
品
ポ
ス
タ
ー

高
校
生
作
品
の
優
秀
作
品
を
展
示
。

‘
利
用
さ
れ
る
税
務
相
談

日
月
日
日
か
ら

狩
猟
解
禁

に{頃と
ご向最ない
協に近りよ
力あ狩まい
くり猟すよ
だま違 。11
さす反 月
し、グ) Jや 15
で事目
、故か

つがら
ぎ多狩
の発猟
こす解
とる 禁

①
カ
ス
ミ
網
に
よ
る
昔
猟
や
日
の
出
前
、

日
没
後
の
銃
猟
を
し
な
い
。

②
メ
ス
キ
ジ
、
メ

ス
ヤ
マ

ド
リ
、
キ
ツ

ネ
、
ム
サ
サ
ビ
に
絶
対
に
銃
を
向
け

《
品
し

。

③
鳥
獣
保
謎
区
な
ど
制
限
地
域
を
確
か

め
て
狩
猟
す
る
。

④
人
家
周
辺
で
発
砲
し
な
い
。

⑤
銃
と
弾
は
別
々
に
カ
ギ
の
か
か
る
と

こ
ろ
へ
保
管
す
る
。

⑥
火
薬
類
は
、
必
要
量
だ
け
購
入
し
、

残
り
を
自
宅
に
保
管
し
な
い
。

-
F
|以

狩相側
シ
ー
ズ
ン

来
る

国
ミゆ
こう
力ひ
イん
ト

年
賀
は
が
き
円
月

5
日
に
発
売

臼
年
の
お
年
玉
っ
き
年
賀
は
が
き
は

初
円
(
寄
付
金
な
し
)
ル
で
日
月
5

幻
円

(
寄
付
金
っ
き
)

:

日
か
ら
発
売
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
一
人
あ
た
り
の
発
売
枚
数
に

制
限
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
早
め
に
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

友
人
、
知
人
聞
の
賀
状
交
換
は
も
ち

ろ
ん
、
お
得
意
様

へ
の
年
頭
の
あ

い
さ

つ
や
、
初
売
り
の
案
内
等
の
宣
伝
に
も

利
用
し
、
臼
年
を
繁
栄
と
飛
躍
の
年
に

し
て
く
だ
さ
い
。

便
利
な
ミ
ニ
レ
タ
l

ミ
ニ
レ
タ
|
(郵
便
書
簡
)
は
一
枚
印

円
で
、
便
せ
ん
、
封
筒
、
切
手
を
兼
ね

た
も
の
で
、
は
が
き
よ
り
も
多
く
書
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
封
を
し
て
出
せ
る

な
ど
、
て
が
み
と
は
が
き
の
両
方
の
長

所
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
体
の

重
き
が
二
十
五
グ
ラ
ム
以
内
な
ら
ば
写

真
や
紙
片
等
部
い
も
の
を
封
入
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
旅
行
先
な
ど
で
手
軽

に
使
え
る
ほ
か
ご
家
庭
の
常
備
用
や
贈

答
品
な
ど
に
も
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
い
こ
と
は
窓
辺
|
0
3
0
0

番
へ
ど
う
ぞ
。

魚
津
郵
便
局

.:::::;.:::ミ'f:":
.、九γe‘.‘よ

、.・・;-'''--1' ; .~ : .. 
持匝"-、

... .:.;.:~ー -

市
に
次
の
ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
コ
ー
ス
ロ
ー
プ

一
式
(
十
万
円

)
l

上
野
方
小
備
品
と
し
て
村
木
脇
坂
博

マ
長
い
す
一
式
八
脚
(
十
万
円

)
1上

野
方
小
備
品
と
し
て
石
垣
谷
口
直
二

マ
子
供
用
自
転
車
二
台
プ

l
ル
用
大
掛

時
計

一
台

(
十

一
万
円

)
l大
町
小

備
品
と
し
て
本
町
二
丁
目
川
口
稔

マ
電
子
リ
コ
ピ
ー
一
台
(
十
万
円

)
l

本
江
小
備
品
と
し
て
友
道
宮
島
利
明

マ
人
体
模
型
一
個

ヘ
チ
マ
棚
一

台
(
二

十
万
五
千
円
)
本
江
小
教
材
用
備
品

と
し
て
本
江
新
町
長
谷
川
潤
次
郎

(
敬
称
略
)

占
Hけ

V
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

け
叩
月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

け
防
接
種
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
流
行

け
シ
ー
ズ
ン
に
備
え
て
健
康
保
持
の
た

け

め

是
非
受
け
ま
し
ょ
う
。

な
お
、

一

*
般
の
方
は
各
小
学
校
で
受
け
付
け
て

れ
お
り
ま
す
の
で
、
左
記
日
程
表
の
日

付
時
に
、
最
寄
り
の
小
学
校
で
受
け
て

れ
く
だ
さ
い
。

日
マ
接
種
料
金

合

3
歳
1
日
歳
未
満
一
回
に
つ
き

*
 
合

七
十
同

日
目
歳
以
上
一
回
に
つ
き
二
百
円

け
マ
受
付
時
間

1
各
日
と
も
午
後

1
時

け

1
2
時

*

マ
問
診
票

1
当
日
会
場
で
保
護
者
(
大

合

-R人
の
場
合
は
本
人
)
が
記
入
押
印
し

れ
て
く
だ
さ
い
。
印
が
押
し
て
な
い
場

付
合
は
接
種
し
ま
せ
ん
か
ら
特
に
注
意

れ
し
て
く
だ
さ
い
。

品
H-商

品
H

-R 
A
H
 -R 

占

H

-R 
合*
 

占
H

-R 
台育会占再会*

 

ム
H

-R 
品
H

-R 
占
H

占
開会

(12) 

f主
上聖方子
本 大 宇寸 栓

地布西
吉
止ELZhE' ニ
自 全公 jfi J校

吉 江 町T 木 国 1:.ゐ 倉 倉 下 下

1月日2 2 1月日1 2 31月日0 1 11月日8 1 11月日6 1 11月日7 1 1月日8 1 1月日5 1 1月日5 1 

揖I

事磁回量

11月日0 2 1月8 日2 1月日7 2 21月日6 1 21月日4 1 21月日9 1 11月日7 1 11月日2 1 1月8 日1 11月日2 1 1月日2 1 1月日2 1 
雪F

守回軽安量

f主

止，幸枝亥T二玉
本 大 宇寸 桂

西車幸枝

吉 自 松 jfi 
ま』き

吉学校 校r学江j 、学校回dT、校r学木j 、 校学国 学校』み 校イ学倉、校〆学倉l 、 下学校/J 、
戸斤
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新しい明日をひらく公民館
〔地域と公民館〕

4

司
公
民
館
関
係
者
研
修
会
議
か

ら
(全
体
会
議
)

今
月
は
地
域
と
公
民
館
に
つ
い
て
辻

中
央
公
民
館
長
に
一
文
を
寄
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

地
域
と
公
民
館

中
央
公
民
館
長

辻

公
民
館
の
役
割
は
数
多
く
あ
げ
ら
れ

ま
す
が
、
そ
の
中
核
的
と
い
え
る
も
の

は
、
地
域
づ
く
り
で
す
。
地
域
の
持
つ

問
題
、
住
民
の
要
求
や
願
い
を
解
決
し

住
み
よ
い
明
る
い
地
域
を
形
成
す
る
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

最
近
急
激
な
都
市
化
傾
向
に
よ
っ
て

美
し
い
人
間
関
係
が
う
す
れ
、
利
己
主

義
、
個
人
主
義
、
マ
イ
ホ
ー
ム
主
義
に

お
ち
い
り
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
た
い
へ

ん
残
念
な
こ
と
で
す
。

住
民
の
連
帯
性
へ
の
こ
つ
は

一
人
一

人
の
住
民
が
心
を
通
じ
合
う
こ
と
で
あ

り
、
地
域
へ
の
深
い
関
係
と
、
よ
り
よ

く
し
よ
う
と
す
る
住
民
意
識
が
必
要
で

す
。幸

福
な
平
和
な
家
庭
は
、
文
化
的
な

望
ま
し
い
環
境
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
つ

つ
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
地
域
の
一
つ
一
つ
の
事
柄
が
一
軒

一
軒
の
家
庭
に
ひ
び
い
て
く
る
の
で
す
。

交
通
問
題
、
保
健
衛
生
問
題
、

青
少

年
対
策
、
防
犯
防
火
問
題
、
地
域
環
境

の
浄
化
等
々
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
そ
の
成
果
を
期
待
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

公
民
館
は
地
域
充
実
へ
の
拠
点
で
あ

り
、
住
民
へ
の
集
会
の
場
で
あ
り
、
い

熱
心
に
公
民
館
の
運
営
を
討
議
す
る

‘
公
民
館
関
係
者
研
修
会
議
の
分
科
会

寛

こ
い
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
公
民
館
行

事
に
参
加
し
て
、
住
民
と
話
し
合
う
こ

と
に
よ
り
、
お
互
同
志
の
心
が
通
じ
合

う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

住
民
が
遠
慮
な
く
話
し
合
う
場
は
、

部
落
会
、
町
内
会
、
隣
り
組
み
で
あ
り

豊
か
な
話
題
、
明
る
い
話
し
合
い

、
共

同
課
題
の
提
案
は
ど
ん
な
に
か
人
間
関

係
を
深
く
結
び
つ
け
る
こ
と
で
し
ょ
九

地
域
を
な
が
め
る
時
、
私
達
の
手
に

よ
っ
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
が
数
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

清
掃
作
業
、
花
と
緑
で
美
し
く
す
る

運
動
の
実
施
、
交
通
安
全
へ
の
指
導
、

青
少
年
活
動
へ
の
協
力
、
親
切
運
動
の

展
開
等
、
そ
れ
を
計
画
し
、
参
加
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
、
新
し
い
地
域
が
生
み

出
き
れ
て
く
る
の
で

M

j

j
v婦
人
検
診
日
程

す
。

t*

ー
ー
ー
I
l
l
1
1
-
-
-

地

域

づ

く

り

は

ま

れ

ヨ

ー

に

斗

ず

「
オ
ア
シ
ス
運
動
」
合
一

2

1
3
1

一正丘
3

、主

E

-R
一
ロ
月
日
日
一
経
団
小
学
校

か
ら
c

台

一
Z
1
3
1
一
z
t
b
z
wZ

川
一
ロ
月
初
日
一
道
下
公
民
館

②
・
:
:
:
:
お
は
よ
う
削
「
|
|
|
ト
i

l

-

-

ご
ざ
い
ま
す
。

*

)

A

H

U
月
日
日
(
経
団
小
学
校
)
は
乳

?
U
i
--:
:
あ
り
カ

*

c

t

A

H

が
ん
検
診
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

う
ご
ざ
い
ま
す
。

合
人
数
は
別
名
程
に
限
り
ま
す
O

G
--:::
・し
ん
せ
つ
0

1

一一
マ
受
付

1
午
後
1
時
1
2
時

③
:
:
:
・:
す
み
ま
せ
恥オ

マ
料
金

l
乳
が
ん
検
診
五
百
円

ん

。

世

子
宮
が
ん
検
診
四
百
円

だ
れ
で
も
言
え
る
合

-R 

や
さ
し
い
言
葉
で
あ
合

り
行
い
で
あ
る
が
、
け

こ
の
さ
さ
や
か
な
こ
け

V
胃
が
ん
検
診
日
程

と
が
実
行
さ
れ
て
い

オ

寸
|
|
」

1
1
J
1
1
1
1
1
|」

t

一
月
日
一
会
場
一
申
込
締
切
日
一

な
い
。
だ
れ
か
が
言

合

「
l
u
r
↑L
r
h
Lいい
い
ι

っ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
か
で
は
な
く
、

合

一
ロ
月
2
日
一
道
下
小
学
校
一

日
月
お
日
一

合

一

一

!

一

;

一

自
分
自
身
が
相
手
に
話
か
け
る
よ
う
に

*

一
ロ
月
7
日
一
保
健
所
一
ロ
月
1
日一

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
一

人

一
人
日
一
ロ
月
8
日
一
保
健
所
一
ロ
月
1
日一

が
実
行
す
れ
ば
、
二
人
三
人
と
拡
大
さ
れ
一
ロ
月
日
日
一
経
団
小
学
校
一
ロ
月
8
日一

れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

れ

「
|
I
L
I
-
-
L
I
-
-
L

地
域
連
帯
性
回
復
の
道
は
け
わ
し
く
食
マ
受
付

l
午
前
9
時
i
m
時

一
朝
一
夕
で
そ
の
成
果
を
見
な
い
で
あ
げ
マ
料
金

1
五
百
円

ろ
う
が
、
こ
れ
に
共
感
さ
れ
る
市
民
の
け
②
受
診
さ
れ
る
方
は
、
当
日
朝
食
、

皆
き
ん
の
実
践
を
通
し
て
一
隅
を
照
ら

*

お
茶
、
た
ば
こ
な
ど
一
切
召
し
上

合

し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

*

が
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

合

こ
の
さ
さ
や
か
な
強
い
光
が
、
大
き

*

な
明
る
い
地
域
の
光
と
な
る
こ
と
を
期
い

待
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

日合合合合会合
占
H

(13) 



大
徳
寺
の
秘
蔵
像

あ
な
た
と
図
書
館
側

趣
味
の
本
・
・
・
・
・
・
山
山
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芸
術
の
秋
を
迎
え
て
、
展
覧
会
が
た

け
な
わ
で
す
。

日
ご
ろ
な
ん
と
な
く
見
す
ご
し
て
い

た
木
々
も
紅
や
黄
に
変
り
、
そ
の
美
し

さ
に
、
新
し
い
発
見
を
見
る
よ
う
で
す
。

自
然
の
変
化
は
、
日
常
生
活
に
も
つ

な
が
り
、
心
の
豊
か
さ
に
増
し
加
え
た

い
も
の
で
す
。

「
日
本
の
美
術
・
全
却
巻
」
「
世
界
の

美
術
館
・
全
臼
巻
」
は
、
大
半
が
カ
ラ

ー
で
手
近
か
に
た
の
し
め
る
本
で
し
ょ

よ
J

。「
原
色
版
・
国
宝
・
全
ロ
巻
」
「
重
要
文

化
財
・
円
巻
続
刊
中
」
が
あ
り
ま
す
。

「
日
本
美
再
見
」
「
古
寺
再
見
」
を
一

読

し
て
訪
ね
て
み
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

「
骨
董
の
族
」
「
骨
董
経
済
学
・
買
い
方

売
り
方
の
コ
ツ
」
『
骨
董
・
裏
お
も
て
」

「
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
骨
董
」
「
う
れ
し
い
骨

董
」
「
名
品
流
転
」
「
古
美
術
品
保
存
の
知

識
」
は
骨
董
品
の
品
定
め
か
ら
求
め
方

ま
で
の
知
識
が
得
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

仏
教
の
日
本
文
化
に
及
ぼ
し
た
彬
響

の
大
き
き
は
仏
像
の
多
さ
で
も
わ
か
り

ま
す
。

「
仏
像
の
み
か
た
」
「
日
本
の
仏
さ
ま
」

「
仏
像
に
想
う
」
「
み
ほ
と
け
と
の
対
話
」

「
仏
像
の
再
発
見
」
「
美
の
石
仏
」
「
路
傍
の

石
仏
」
「
仏
像
を
彫
る
」
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
著
者
が
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら

仏
像
に
つ
い
て
書
い
て
い
ま
す
。

最
近
、
木
彫
も
さ
か
ん
で
す
。
「
木
彫

入
門
」
「
木
彫
・
手
づ
く
り
の
イ
ン
テ
リ

ア
」
な
ど
参
考
に
木
彫
を
た
の
し
ん
で

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

て
人
ニ
〈

彫
り
の
た
の
し
み
の
一
つ
に
築
刻
が

あ
り
ま
す
。

「
纂
刻
と
刻
字
の
技
法
」
に
は
歴
史
か

ら
放
の
入
れ
方
ま
で
く
わ
し
く
書

い
て

あ
り
ま
す
。

「
現
代
刻
字
講
座
」
も
技
法
篇
と
鑑
賞

篇
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

「
築
構
字
典
」

は
金
石
印
文
を
み
た
り
す
る
と
き
に
も

役
立
つ
で
し
ょ
う
。

い
ず
れ
も
図
書
館
に
備
え
て
あ
り
ま

す
か
ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

本
の
借
り
出
し
は
無
料
で
す
。

図
書
館
に
入
っ
た
新
し
い
本

書

名

著

者

手
作
り
食
品
百
科
主
婦
と
生
活
社

壁
紙

・
襖
・
障
子
の
張
り
替
え

龍

野

幸

夫

西

嶋

勝

之

奇
川

屯

一丁

山
川

N

'』
，

訓
d
H寸

4
4
E

佐

藤

愛

子

丸

山

千

里

福

智

盛

版
画
入
門

火
事
に
強
く
な
る
本

一
番
淋
し
い
空

丸
山
ワ
ク
チ
ン

た
の
し
い
老
人
大
学

。
み
ん
な
い
っ
し
ょ
に
。

日
月
の
お
し
ら
せ

1
日
間

本

の

は

な

し利
用
の
し
か
た

ブ

ッ
ク
カ
バ

l
作
り

日
日
間
あ
や
と
り
あ
そ
び

じ
か
ん

3
時
却
分
よ
り

こ
ど
も
の
へ
や
で
ひ
ら
き
ま
す
。

世
閣
咽
炉
町
寸
白
い
F

鳩
時

1

8
盲

目

と

木

シ

例

制

や

イ

斗

肝

D
E
-
-館
村
山
別
一

江
時
一
四
叶
間

以
卓
量
冨
会
下
3
2
問
ゅ
の
日
即
日
開
市

ナ
勺

--aE民
市

し

時

間川

U
m
宮
川
町

ん
列
羽
市
熔

E
晦
9
之

浦
J
J
M
削

み

悶

巳

魚

T
隣

ご
存
知

市
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
:
:
:
川

市
の
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
発
足

は
昭
和
制
年
市
条
例
で
定
め
ら
れ
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

視
聴
覚
関
係
の
教
材
、
教
具
(
映
画

フ
ィ
ル
ム
、
ス
ラ
イ
ド
、
録
音
テ

l
プ、

映
写
機
、

O
H
P
、
等
)
の
購
入
、
保

管
、
利
用
の
研
究
等
を
通
し
て
学
校
教

育
、
社
会
教
育
え
の
一
助
と
な
る
機
関

で
市
教
育
セ
ン
タ
ー
内
に
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
県
内
の
市
町
村
に

ほ
と
ん
ど
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
設
備
教
材
、
教
典

の
内
容
や
利
用
等
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら

何
回
か
の
レ
リ

l
ズ
の
な
か
で
紹
介
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

V
赤
ち
ゃ
ん
相
談

(14) 
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ご
利
用
く
だ
さ
い
|
」

奨
学
資
金
ー
し
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市
教
委
で
は
臼
年
度
奨
学
資
金
の
貸

与
希
望
者
を
募
っ
て
い
ま
す
。
希
望
者

は
ロ
月
叩
日
幽
ま
で
市
教
委
(
来
春
進

学
希
望
者
は
在
学
し
て
い
る
学
校
長
)

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

V
借
り
ら
れ
る
金
額

1
①
大
学
生
は
月

額
八
千
円
②
高
専
生
は
三
年
生
ま
で
月

額
三
千
円
、
五
年
生
ま
で
八
千
円
③
高

校
生
は
月
額
三
千
円

V
人
員

1
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

V
借
り
ら
れ
る
人

1
①
市
内
に
住
所
の

あ
る
人
②
学
資
の
支
払
い
が
困
難
な
人

③
身
体
強
健
、
品
行
方
正
で
成
績
の
良

い
人
④
在
学
し
て
い
る
学
校
長
の
推
薦

が
あ
る
人
⑤
日
本
育
英
会
、

富
山
県
奨

学
資
金
、
母
子
福
祉
資
金
な
ど
他
の
学

資
の
貸
与
を
受
け
て
い
な
い
人
。

然~ 魚2孝司Tφ
節足動物(8)魚族紹介

ネズミゴチの眼に枝状の部分をさし入れ、そこから宿主の養

分を吸収する。しっかり寄生しているので、無理に引っぱる

と、 2つに切れたり 、 コチのH艮の方が飛び出したりする。

大切な眼玉に寄生された魚には迷惑至極な事 て¥見ていても

同情にたえない。普通は片方の眼だけだが、以前に両眼に寄生

しているのを見たことがある 。後方のらせん状の部分は卵巣

である。 魚津水族館 (魚族紹介は 4月まで休みます。)
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j前

た
だ
し
い
広
告
で

多可て広なし物路魚方津国種専は地広可出 を外基んたるれに板
きのい告らた件等津面漁道住用、域告がす屋行広準 Jりとらさ 、皆
れ規るがな時、そ氷に港 8 居地第(の必と外つ告を」皆しのれ広き
る定も禁い守広の見至よ号専域一魚出要きでて物定のきた広る告ん
広かの止事ら告他線るり線用、種津せでは広どのめさんら告こ塔が
告ら、きやねを)の県滑と地第住市なあ、告主規て了に、物とな
等除許れ 、ば出と道道川魚域二居でいり、許をて制屋空危美がでどー

ア害し無し多歩
三がい秩よく外
乞及景序うのへ
:子ぴ観に。広出
v・かが表も告れ

与ね損示し物ば
ぶまわさ 、を
二せれれこ目看

EZ嗣肩掛E三亘書
美
し
い
都
市
を

鉄道
一司・E

(2) 
|国道・主要県道
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口
市
消
防
職
員
採
用
試
験
の

ご
案
内

市
で
は
消
防
職
員
の
採
用
試
験
を
次

の
よ
う
に
行
な
い
ま
す
。

受
験
希
望
者
は
、
日
月
1
日
か
ら
日

月
初
日
ま
で
に
市
役
所
総
務
課
職
員
係

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
採
用
予
定
人
員
四
名

マ
受
験
資
格
昭
和
お
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
M
年
4
月
1
日
ま
で
に
生

れ
た
人
で
、
高
等
学
校
以
上
を
卒

業
し
、
市
内
に
居
住
し
て
い
る
男

子。

マ
試
験
日
日
年
日
月

μ
日

マ
試
験
場
所
市
消
防
署

く
わ
し
い
こ
と
は
市
総
務
課
宮
内
線

2
3
1
番
ま
た
は
、
消
防
署
宮
内
線
2

8
6
番
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

口
ニ
級
技
能
士
訓
練
課
程
通

信
講
座
受
講
生
を
募
集

l

富
山
総
合
高
等
訓
練
校
(
高
岡
市
博

労
本
町
4
1
1
)
で
は
、
「
二
級
技
能
士

訓
練
課
程
通
信
講
座
」
の
受
講
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

マ
募
集
訓
練
科

1
機
械
科
、
ブ
ロ
ッ
ク

建
築
科
、
広
告
美
術
科
な
ど
二
十
九

叶斗
ぜ京
1

マ
受
講
期
間

1
一
年
(
い
つ
か
ら
で
も

受
講
で
き
る
)

マ
受
講
料

1
一
年
間
で
五
千
円

マ
特
典

1
二
級
技
能
検
定
学
科
試
験
免

除
資
格
が
と
れ
る
こ
と
。

マ
申
し
込
み
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

魚
津
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
(
川
縁

一
三
五
五
、

宮

n
|
5
1
3
4
番
)

ま
た
は
富
山
県
職
業
訓
練
校
(
富
山

市
新
総
曲
輪
一
|
七
)

口
市
戦
没
者
追
悼
式
の

ご
案
内
I
l
l
i
-
-

と
き
日
月
日
日
嗣

午
前
日
時
か
ら
正
午
ま
で

と
こ
ろ
市
民
会
館
大
ホ

l
ル

式
典
後
記
念
講
演
を
行
い
ま
す
か
ら

一
船
市
民
の
ご
参
列
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。主
催

魚
津
市

魚
津
市
遺
族
会

口
魚
津
総
合
高
等
職
業
訓
練

校
入
学
生
募
集
l

i

l
-

-

国
立
魚
津
総
合
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
回
年
度
入
校
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
て
い
ま
す
。

マ
資
格

l
高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

を
有
す
る
健
康
な
男
女

マ
募
集
人
員

1
機
械
科
、・
金
型
科
、
製

缶
科
、
電
子
機
器
科
、
木
工
科
、
各

科
二
十
名

マ
訓
練
期
間

l
一
か
年

マ
募
集
期
間

1
日
年
刊
月
1
日
l
U
月

日
日

マ
選
考
日

l
ロ
月
日
日
側

マ
選
考
方
法

1
語
学
、
作
文
に
面
接

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
魚
津

公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
、
魚
津
総
合

高
等
職
業
訓
練
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

口
陸
、
海
、
空
自
衛
官
採
用

受
付
中

1
資

格満
四
歳
i
お
歳
未
満
の
男
子

特
に
明
春
高
校
卒
業
見
込
め
方
は
、

歓
迎
い
た
し
ま
す
。

2
待

遇
。
特
別
国
家
公
務
員
(
身
分
保
障
)

O
各
種
専
問
技
術
の
修
得
可
能

O
夜
間
大
学
通
信
教
育
受
講
可
能

。
衣
、
食
、
住
無
料
支
給

各
種
手
当
支
給

3
受
付
相
談

自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部

魚
津
募
集
事
務
所
(
宮

M
l

1
0
3
6
番
)
ま
た
は
、
市
役
所

市
民
課
(
宮
内
線
2
3
3
番
)

全
市
い
っ
せ
い
に

ね
ず
み
の
駆
除
を

実
施
し
ま
し
ょ
う

次
の
期
間
を
ね
ず
み
の
い
っ
せ
い

駆
除
期
間
と
定
め
ま
し
た
の
で
、
駆

除
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

第

1
期
日
年
日
月
幻
日
l
u
月
初
日

第
2
期
臼
年
3
月
1
日
1
3
月
白
日

期
間
中
は
、
魚
津
保
健
衛
生
協
議

会
で
駆
除
薬
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い

ま
す
。

申
し
込
み
は
、
魚
津
保
健
所
衛
生
課

内
魚
津
保
健
衛
生
協
議
会

(
宮

μ
1
0
3
5
9
番
へ
)

口
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
保
安

点
検
の
お
知
ら
せ
|
|
|

日
月
中
に
次
の
地
区
の
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
消
費
設
備
の
法
定
調
査
の
保
安
点
検

を
行
な
い
ま
す
か
ら
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

下
野
方
地
区
大
光
寺
、
友
道
、

本
江
、
五

O
O件

経

園

地

区

五

O
O件

点
検
に
は
富
山
県
L
P
ガ
ス
協
会
魚
津

支
部
保
安
点
検
セ
ン
タ
ー
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー

g
u
|
5
3
4
0
番
へ
ど
う
ぞ

ガ
ス
容
器
(
ボ
ン
ベ
)
の
注
意
事
項

雨
水
や
雪
の
落
ち
る
場
所
や
湿
気
の

あ
る
場
所
を
さ
け
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ム
管
の
注
意

マ
古
く
な
る
と
コ
ッ
ク
の
差
し
込
み
部

分
が
甘
く
な
っ
た
り
ヒ
ピ
割
れ
な
ど

し
て
知
ら
な
い
う
ち
に
ガ
ス
洩
れ
が

始
ま
り
大
き
な
事
故
を
起
こ
し
ま
す

か
ら
、
二
年
に
一
回
以
上
は
新
し
い

も
の
と
取
り
替
え
ま
し
ょ
う
。

マ
ゴ
ム
管
の
途
中
か
ら
三
ツ
又
な
ど
に

よ
っ
て
二

1
三
台
の
燃
焼
器
具
を
俺

う
こ
と
は
危
険
で
す
。
タ
コ
配
管
川

止
め
ま
し
ょ
う
。

。。

w
v成
人
病
・健
康
相
談
・・

1

・

*
マ
日
月
日
日
間
と
日
月
M
日
闘
い
ず

れ

れ

も

午

後

1
時
i
3
時
J

P

一
一
マ
場
所

1
市
役
所
一
階
保
健
室

日
マ
内
容
心
電
図
、
体
位
測
定
医

れ
師
に
よ
る
診
察
、
血
圧
測
定
検

食
尿
、
保
健
指
導

げ
マ
費
用

l
無
料

け
V
成
人
病
教
室

け
マ
日
月
叩
日
附
午
前
9
時
鈎
分
i

-R
ロ
時

占
H-R
マ
場
所

l
保
健
所

日
マ
エ
プ
ロ
ン
・
健
康
手
帳
を
持
参
く

れ
だ
さ
い
。
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市勢のうごき (9月末)

市の面積 2∞ 75kn~ 
海岸線 7.9仇

世帯数 12，206戸

人口(男) 23，476人
(女) 25，460人
計 48，936人

男女計

22人 28人 50人

10人 12人 22人

42人 37人 79人

38人 38人 76人

生

亡

入

出

出

死

転

転

編
集
発
行
人

津:

魚

市

印
刷

魚
津
印
刷
株
式
会
社


